
マレーシア航空機消息不明事案に対する
自衛隊の対応について

２６．３．１１

防 衛 省



【各国の対応】
◇南シナ海周辺において、マレーシア、ベトナム、フィリピン、シンガポール、中国、米国、
インドネシア、タイ、オーストラリア等による捜索救難活動が続けられている。
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現在の状況

【現在の状況】
◇クアラルンプール発北京行きのマレーシア航
空370便は、8日午前0時41分（現地時間）にク
アラルンプール国際空港を離陸。午前1時半
にマレー半島の東部沖で連絡が取れなくなり、
午前2時40分に消息不明を確認。

◇同機には、乗員12人と乗客227人が搭乗。乗
客には、中国人（台湾出身者を含む。）154人、
マレーシア人38人、インドネシア人7人、オー
ストラリア人6人、インド人5人、フランス人4人、
アメリカ人3人、ニュージーランド人2人等が含
まれる。

◇捜索救難活動は、周辺国、乗客国籍国によっ
て行われているが、現時点で機体は発見され
ていない。当初の捜索区域から捜索対象を拡
大して捜索中。



・ マレーシア関係機関、関係国等と調整のため、マレーシア
国際緊急援助隊先遣隊の要員４名が本日深夜（12日午前0
時すぎ）、民航機にて出国の予定。

・ 今後状況に応じ部隊等を速やかに追加して派遣する予定。

自衛隊の活動予定



３月１０日（月）のマレーシア政府からの要請を受け、同月１１日
（火）に外務大臣から自衛隊の部隊等による国際緊急援助活動への協力を
求めるための協議があった。防衛省においては、自衛隊の部隊等の派遣に
より効果的な活動を行い得ると判断して、上記協議に応じ、以下活動を実
施することとした。また、今後状況に応じ部隊等を速やかに追加して派遣
するため、部隊等につき所要の準備を実施することとした。

マレーシア国際緊急援助先遣隊
○ 任 務：
・マレーシア航空３７０便の救助に関する情報収集
・マレーシア関係機関、関係国等との調整
・その他国際緊急援助活動に必要と判断される事項
○ 活動地域：マレーシア及びその周辺海域
○ 編成完結日：平成２６年３月１１日（市ヶ谷）
○ 定 員：４名
○ 編成管理官：統合幕僚長

行動命令の概要


